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輸入申告ＤＢの輸入承認証等識別に電子原産地証明
書に対応するコードが登録されている場合、かつ、
Ｃ／Ｏ情報ＤＢにおいて、以下のいずれかを満たす
場合に出力する（ＢＰ承認申請、特例申告を除く） 
①仕入書番号及び仕入書日付の繰返しが２以上登録
されている場合
②内取情報が７以上登録されている場合

入出力ＤＢ

NACCS

ＩＤＥ 業務処理

入力者

業務名

輸入申告変更

業務コード

IDE

入力ＤＢ 出力ＤＢ

入力ＤＢは以下のとおり
・保険ＤＢ
・包括保険ＤＢ
・輸入包括評価申告ＤＢ
・輸入包括審査ＤＢ
・輸入包括審査品目条件ＤＢ
・特恵例外ＤＢ
・輸入品目ＤＢ
・特恵管理ＤＢ
・輸入関税減免税コードＤＢ
・内国消費税等種別ＤＢ
・輸入内国消費税等減免税コード
ＤＢ
・ＳＳＧ対象品目ＤＢ
・国内用輸出入者ＤＢ
・法人番号管理ＤＢ
・ＬＤＣ特恵除外ＤＢ
・ＥＰＡ税率管理ＤＢ
・ＥＰＡ／ＦＴＡ国管理ＤＢ
・口座利用可能者ＤＢ
・担保利用可能者ＤＢ
・保税地域ＤＢ
・時間外執務要請届ＤＢ
・運賃特例自動計算適用管理ＤＢ
・保険料自動計算適用管理ＤＢ
・ＥＰＡ税率管理ＤＢ

入出力ＤＢは以下のとおり
・輸入申告ＤＢ
・貨物情報ＤＢ
・輸入貨物情報ＤＢ
・口座ＤＢ
・担保ＤＢ
・共通管理番号ＤＢ
・包括保険ＤＢ
・関税割当証明書ＤＢ
・Ｃ／Ｏ情報ＤＢ

出力ＤＢは以下のとおり
・資金ＤＢ
・口座一括振替用ＤＢ
・ＭＰＮ納付ＤＢ
・時間外執務要請届使用実績ＤＢ
・添付ファイル管理ＤＢ
・担保引落とし回復ＤＢ
・石油石炭税特例納付ＤＢ

納付書情報
（直納）

処理結果通知

輸入者・輸入取引者 税関(収納) 税関(通関)

処理結果通知

輸入申告等控
情報

納付番号通知
情報

納付番号通知
情報

輸入申告等控情
報（訂正票）

特例申告控情
報

特例申告控情
報

特例申告で一括納付対象でなく納付方法が直納の場合

特例申告で一括納付対象でなく納付方法がＭＰＮの場合

特例申告納期限延長
申請（酒・たばこ）
の場合

特例申告受理された場合

輸入申告変更等された場合

YES

NO

輸入申告等情報
（レコーダ）

＊１

＊２＊４

＊２ ＊２

特例申告納期限
延長申請情報

特例申告納期限延長
申請（酒・たばこ）
以外の場合

添付情報通知
情報

＊３

関税割当裏落
内容仮登録
通知情報

関税割当裏落
内容確認結果

通知情報

輸入承認証等識別欄に関税割当証明書（システム）に
対応するコードの入力がある場合(引取申告を除く)

輸入承認証等識別欄に関税割当証明書（システム）に
対応するコードの入力があり、特例申告である場合

＊５

正常終了

関税割当裏落
内容確認結果
通知情報

＊１＊５＊６

原産地証明書情
報登録通知情報

輸入申告ＤＢの輸入承認証等識別に電子原産地証明書
に対応するコードが登録されている場合
（ＢＰ承認申請、特例申告を除く。）

別紙_原産地証明書
情報登録通知情報（
仕入書／内取情報）

（＊１）「訂正票出力識別」欄に「Ｐ」が入力された場合にのみ出力する。
（＊２）システムに出力する旨が登録されている場合のみ出力する。
（＊３）以下の場合に出力する。
①添付ファイル管理ＤＢに申告等番号に係る情報が存在する
②特例申告納期限延長申請（酒・たばこ）以外である
③輸入申告情報（レコーダ）を出力する
④変更前の審査区分が「簡易審査扱い」である
（＊４）輸入者および輸入取引者に出力する。
（＊５）関税割当裏落数量の仮登録者と関税割当証明書内容の登録者が異なる場合は、
　　　　両方に出力する。
（＊６）関税割当裏落内容の仮登録者と同一である場合は出力しない。
（＊７）本業務を契機に、「原産地証明書情報系帳票出力（１ＣＯＰＲ業務）」業務
　　　　（多数件）を自動起動し、当該出力情報を出力する。

＊７

＊７

口座引落予定
額等通知情報

口座引落予定
額等通知情報

特例申告で一括納付対象でなく納付方法が口座振替
かつ口座引落とし指示待ちの場合

＊２


